Epidemic Hysteria by 中村 剛
集 団 ヒ ス テ リ ー
中村
Tsuyoshi Nakamura:Epiderrlic Hysteria
<索引用語 :集団 ヒステ リー,社会 ・文化的背景,同一化>
<Keywords: epidernic hysteria,  socio―ultural background,  identification>
岡J
は じめに
異常な精神状態が多 くの人々に伝染する感応現
象は,古来さまざまな表現形態が知 られている。
私の課題は,そういった感応現象のうちでも, と
くに“集団 ヒステリー"といわれる現象の紹介であ
るが, この概念ははなはだ曖味である。 しかし,
一般に集団 ヒステリーとよばれる現象の存在する
ことも事実であるので,それを支点にして,本稿
ではまず研究者たちがそれぞれに集団 ヒステリー
とみる現象を展望 したい。そしてこの現象にみら
れる特徴的なことがらを拾い出して若干の考察を
加えたい。
I対  象
本邦の事例 (以下,各事例をDC 1 0 0 019と
よぶ)と外国の事例27(同様に, FC1 0 0027)
の46例を観察の対象とする。後述のように,集団
ヒステリーは感応精神病や日常の大衆行動と流動
的に移行 しあうものであり,“集団 ヒステリー"と
いう用語も現象の実態にふさわしくない。したがっ
て,本稿ではあらかじめ対象選択の基準を設けな
いで,諸家がそれぞれの社会 ・文化環境のもとで
集団ヒステリーと診たものをそのまま対象とし,
発生の機制や形態が対象事例のそれに似ていても
報告者自身が集団ヒステリーとよんでいないもの
は参考資料にとどめることにする。
なお,本邦の事例はできるだけ網羅するようにし
たが,外国の事例は発生の時代,地域,臨床形態
などを参考に手許の資料のなかから例示的に選び
出した。
Ⅱ 事 例の概観
事例の概略は表 1, 2に示 した。本稿で対象と
する事例は,私が例示的に採用 したものであるか
ら統計的な観察は行わない。ここでは表に掲げな
かった臨床的事象のうち,症状伝播の形式と持続
期間について補足 しておく。
A 症状の伝播形式
症状伝播の形式は,その外観に従い,いちおう
次の4型に分けられると思う。
1)突発 ・爆発的な伝播 :(例1:F C22);ア
メリカの一共学高校で,少年が誤って他の少
年を撃ち傷を負わせた。現場には約200人が
居合わせたが,16人がほとんど即座に号泣,
哄笑,振戦などの症状を示した。他にDC2,
6,11,FC2,10,15,24がこの型に属す
る。
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表 1 本邦の事例
臨床精神医学 第9巻第11号
(中参考資料)
事 例 報 告 者(報告年度) 発症者の数
・性別 0年齢 発生場所と所属母集団 主 要 症 状
DC l 森  田
34)
(1904)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??，???
?
?
?
? 高力
!県の戸数5戸からなる山間
の部落.住民数不明
人格変換 (犬神憑き),狂暴
賤罵 ・街奇的言動
DC 2 村 上
“)
(1952)
14名,女子,14～16歳
北海道の中学校の修学旅行中青
森駅で,参加者91名(男41,女
50)
四1女痙攣 ・しびれ,号泣 ・叫喚,
意識消失
DC 3 村 上
86)
(1952)
20名,女子,14～15歳
??
??，
2と同じ,参加者90名(男
女42,引率6)
DC 2と ほ ぼ 同 じ
DC 4 官 内
32)
(1956)16名,女子,中学生
香川県下,山村の中学校,生徒
数不詳 痙攣発作
DC 5 黒 田
19)
(1961)
7名,女子,14～15歳
(ただし,原発者は分裂
病)
札幌市内の中学3年生の修学旅
行中.参加者数 163
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，
?
?
?
?
?
?
，?
?
?
?
，
?
?
?
?
?
?
DC 6 植  田
60)
(1963)5名,女子,13～14歳
中学 2年生の同一クラス
生徒数不詳 (クラス同級生) 過呼吸,不安状態
DC*7 Ikcda9)
(1966)
11名,女子,平均年齢29
歳
ライ病療養所
看護婦 67名
抑 うつ状態,不眠,頭痛,食欲
不振,不安 ・恐怖,妄覚
DC 8 森
33)
(1967)
10名,女子,16～19歳 某小紡績工場の寮寮生数不詳
ヒステ リー性意識喪失,運動系
症状を主 とした古典的ヒステ リー症状
DC 9 島 薗
49)
(1968)
11名,男子 2名,女子 9
名,12～15歳
高知県山村の中学の修学旅行に
初発し,学校でも。旅行参加97
名 (男41,女56)
呼吸促進,全身の強直性痙摯,
四肢の冷 ・しびれ感,意識消失
(土)
DC 10 山 川
63)
(1969)
6名,女子,15～18歳 北九州市の家庭科を主とする女子高校.生徒数 1,400
過呼吸,硬直性痙摯,感覚鈍麻,
時に号泣 ・叫喚
DC ll 大 堂
54)
(1970)6名,女子,14～
15歳 某中学校, 3年生.生徒数不詳 過呼吸,失神,後弓反張様発作
DC 12 青 木
1)
(1970)2名,女子,高校生
某高校
生徒数不詳
心悸充進,過呼吸,四肢のしび
れ感
DC 13 木 村
16)
(1973)
17名,女子,中学 103
年生
山口県岩国市の離島の小 ・中学
校,生徒数不詳 失神,呼吸困難,痙攣
DC 14 西 田
38)
(1974)
3名,女子,16歳
2名,女子,14歳
福岡県の高校
福岡県の中学校
(1)呼吸困難,失神,ス トッキ
ング様知覚脱失
(2)呼吸困難,失神,過呼吸.
DC 15 日下部
20)
(1976)6名,女子,13歳
群馬県の中学校
中学2年生,生徒数不詳
膝関節痛,自己催眠状態 (コッ
クリさん遊びに関連)
DC 16 今 井
10)
(1977)
87名,女子,中学生 鳥取市内の某中学校生徒数 490余
膝関節痛, 足の運動まひ, 不
安 ・恐怖 (キュービットさん遊
びに関連)
DC 17 河 野
13)
(1978)8名,女子,15～
16歳 北海道 ・僻村の某高校,高校 1年生 (女子生徒数 34)過呼吸症状群
DC 18 日下部
22)
(1979)
2名,女子
2名,女子
2名,女子
6名,女子
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
(1)～(4):それぞれ群馬県下の
中学校
過呼吸,四肢強直,意識消失な
ど
DC 19 柏 瀬
14)
(1980)4名,女子,15～
16歳 栃木県の一高校生徒数不詳 過呼吸発作
集 団 ヒス テ リー
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表 2 外国の事例
事 例 報 告 者(報告年度) 発症者
の数,性別,年齢 発生場所と所属母集団 主 要 症 状
FC l Sceligmtincr48)
(1877)
9名,女子,12～27歳 ドイツの農場宿舎女子出稼労働者 (約30名)
?
?
?
?，??
?
??，??，
，?
?，
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，?
?
?
?
?
FC 2 Pal=ncr40)
(1892)
13名,女子,11～13歳 ドイ
ツのカトリック系女子
小学校,学童数不詳
失神,痙撃,せん妄,幻視.
息者間の面罵 ・暴力行為
FC 3 Hirt7)
(1892)
20名,女子, 5～12歳 ドイ
ツのある村の小学校
学童数70名(男32,女38)
?，?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，
，?
?
?
?
，
?
?
?
?
?
?
FC 4 Schitte47)
(1906)
多数,男女(女子に多い),
9～13歳
ドイツ,マイセン市の2～
3の小中学校,生徒数不詳
前腕尺側から上行する振戦,
時に他側にもみられる
FC 5 Licbcrmeister24)
(1917)
??
?
?
?
?
?
?
?
?，?
?
?
??? ドイツの捕虜収容所, ロシア兵 1,3∞名.ほか 15,∞0
名の捕虜
下肢の偽痙性麻痺,心因性坐
骨神経痛,歩行障害,脊椎の
支持障害
FC 6 Schuler46)
(1943)
f君,1妻寧:16-18歳
(第2段階):父兄の軽
卒な行為のため学校中が
パニックに
ルイジアナ州,フランス系
住民の村にある共学高校,
生徒数 275
(第1段階):下肢の痙撃,描
拐,ジャンピング
(第2段階):父兄が伝染病と
思い 「救助」にきたので不安・恐怖,号泣,叫喚などのパ
ニック発生
FC 7 JOhnSOn12)(1945)
30名以上,女子が93%,
20-601民
イリノイ州のマ トーン市,
マ ドーソ市住民,人口約
16,000
歩行障害,下肢の運動麻痺,
嘔吐,動悸 :(幻の加害者が
使用する麻酔薬による症状)
FC 8 Parin41,
(1948)
3,∞0人以上,男・女,
"LI■17^v22歳
ユーゴスラビアの民族解放
軍とその協力者,大多数は
ユーゴスラビア人
パルチザン病とよばれる状態
(痙攣発作,粗暴となり,叫
び,射撃の真似を した りす
る)
FC 9 Michaux31)
(1952) 5名,女子,14～
16歳
フランス,仏国鉄の職業訓
練校 とその寮,入寮者数不
詳
全身の痙摯発作(意識消失土),
上肢の振戦
FC 10 Thcopold58)
(1955)
約35名,男子 2名,女子
約33名, 11～5歳
ドイツ0ヘッセン州の小さ
な町の小学校,生徒数 不
詳
右手～肩の痛み,指の感覚麻
痺
FC ll Bcl12)
(1958)
55名,女子,16～52歳
添魅継掌ち｀加量踏贅急車
ォーストラリアのある衣服
工場,従業員 166名
顔面 ・頸部の赤色発疹,意識
消失,暴力行為 (トランス状
態下の), 喉頭痛, 限の刺激
症状
FC 12 Taylor56)
(1958)
5名,女子,18～38歳
イギ リスの病院 ・女子開放
病棟,神経症や心身症の女
子入院息者24名
2名に体感幻覚 (出産体験),
偽親族的共生的生活
FC 13 Champion4)
(1963)
62名,男子 3名,女子59
名,年齢不詳,概して若い
南カロライナ州,織物工場,
従業員 966名
虫にさされた感し,嘔気,失
神,頭痛
FC 14 Rankin42)
(1963)
152名,女子,12～18歳
爺縁貨単福篠層嘉実サ晟
発者多数)
タンガニイカのある村の女
子中学校 (全寮制),生徒数
159
哄笑 ・号泣発作,頭の中の体
感異常,追跡妄想様の訴え,
焦躁感,暴力
FC 15 Tan55)
(1963)
29名,女子,年齢(不詳)
推定15～20歳
マ レイシアのイスラム教系
の共学中学校.生徒数約
200
幻視 (幽霊をみる)。号泣 ・
叫喚,失神
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2)前駆期を伴 う爆発的な伝播 :(例2:FC
3):ドイツのある小学校。10歳の少女が右
手に始まり全身に広がる間代性けいれんを発
症 した。30分持続 して軽快,翌日数人に類似
の症状がみられたが,数日をへて一挙に拡大,
20人が発作を起こすので学校は一時休校に追
い込まれた。他にDC9, FCl, 6, 7,
11,13,16,18,20,21,25～27がこれに属す
臨床精神医学 第9巻 第11号
る。
3)連鎖循環的ないしびまん的な伝播 :(例3:
F C12);24名収容の精神科女子病棟。神経
症患者の間で威勢をお、るう一患者 (女医 ・未
婚)の悪夢 (妊娠し家族が見守るなかで叔母 ・
姉の介助で分娩)が病棟中に知 られ,その後
患者たちの話は性 0誕生 0死に集中。19日後
38歳,21日後32歳の患者がおのおの“出産"を
?
?
??
?
?
??? 発症者の数,性別,年齢 発生場所と所属母集団 主 要 症 状
FC馬I Raマ窃め 21名,女子が多し平均年齢約24歳
南太西洋上の平地の少ない
小島,事例発生当時(1937)
島民 200余人
第 1型:失神 (時に 1時間以
上も持続).
第 2型:失神後,四肢の動き
激しくなり激昴
第 3型:窒息感あり空気を求
め粗暴な行為
I Ka協ち
FC
約300名,男女はぼ同数,
6～55歳(11～40歳が90
%)
??
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，?
?
?
?
?
?
，
?
?
?
?
?
?
レ付近の
ュ族だけ
焦燥感, 多弁, 暴力, 無食
欲,喫煙渇望,幻覚 ・妄想,
次いで抑 うつ状態
FC I Kn出ぁ 22名以上,男子 1名,女子21名以上,10～17歳 ルイジアナ州の黒人学校生徒数 400 意識消失,不安
・過呼吸,粗
大な振戦
FC I JaCti誌:) 21名,男女,各年齢層
??
?
??
?
?
???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
，
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
FC
I Y°ざ::6)
140名以上,女子,10～
16歳
イギ リス,女子中学校,
生徒数 不詳 過呼吸,強直性痙攣,失神
FC 1遣冨
° 約 105名,女子,10～15
歳
イギリス.女子中学校
生徒数 272 失神,違和感
「C
I HC出の
16名,男子 2名,女子14
名, 14～18歳
アメリカ束部の共学の高校
:カフェテ リアでの発砲傷
害事件,現場に生徒2,500名
振戦,喘泣,哄笑
FC器
I MCHつ
?
??，??
???↓
????
??
??
?
?
女子
・学
イギ リス,病院,病院関係
者,総数 2,360(男600,
女 1,760)
四肢の運動麻痺,感覚脱失
異常,過呼吸
FC I LyびЪ)
|
29名,男子 1名,女子28
名,11～14歳
?
?アイルラソド・ベルフ
ト郊外の共学の中学校.
徒数約 400名
失神, 強直, 呼吸促進, 頻
bFR,不安 ・喘泣
FC%|°賢鰐) 55名,男子12名,女子43名, 15～19歳 イリノイ州の男女共学高校生徒数 106(黒人が95%)激 しい胃痛,軽度の痙攣,振戦
FC 2♀
I TC(さ∬)5)7名,女子,12～
17歳 マレ
ーシア,田合の中学校
とその女子寮,寮生50名
過呼吸,強直性痙攣,幻覚 ・
幻聴, トランス様状態で人格
変換.号泣 ・叫喚
FC 27 1  Lcc〔1980)17名,男子 1名,女子16名,大学生 西部
マ レイシアの大学
学生数 337(男163名,女
174名)
失神,叫喚 ・嘩泣 ・哄笑,不
気味なものの幻視
集 団 ヒス テ リー
体験。この数日後から18歳の患者を交え,互
いに親子関係を主張する集団が成立 し,他の
患者たちから20日間にわたって孤立した。他に
DC7, 8,14,FC4, 9がこれに属する。
4)拡散的な伝播 :(例4:F C14);タンガニ
イカの全寮制女子中学で1962年1月30日哄笑 ・
号泣発作が発生 し急速に蔓延。 3月18日～ 5
月20日の間臨時休校 したが, 6月末にまた休
校に追い込まれた。 この間152名が罹症,体
校で帰省 した生徒を介 し,近辺の村々や他の
数校にも伝播 した。他にFC5, 8,17,23
がこれに属する。
B 持続期間
集団罹症のはじまりから終息までの期間は上述
の伝播形式とも関連する。 1), 2)型は持続期
間が短 く, 3), 4)は概 して長い。
一方,この種の現象は合理的な対処の仕方によっ
てその持続期間を短縮できる :(例5:F C24);
アイルランドの首都郊外。新設の共学中学校で朝
礼中に 1人が失神 し,次々に感染。教室に帰ると
さらに継発者が出て合計29名が罹症 した。教職員
と看護婦は冷静に対処 し,校長の落ちついた態度
は生徒に安心感を与えた。地方新聞の大げさな報
道にPTAは踊 らされず,のちほど開かれた説明
会では学校の措置の適切さを了承 した。集団 ヒス
テリーは一度かぎりで終わった。
反対に,無責任な噂や憶測などはその経過を長
びかせるもとになる :(例6:F C18);ルイジア
ナ州の黒人学校では不純異性交遊が目に余り,妊
娠 した生徒の処罰があいついだ。そのうちに生徒
全員に妊娠テス トが実施されるとの噂を背景に,
女子20名と男子 1名に失神 ・過呼吸発作が次々
と伝播。関係者は,原因として麻薬がもっとも怪
しいとみた。転校生が麻薬を持ち込んだとか付近
の商店のガムが怪 しいという噂が立ち,科学的検
査で否定されても校長は依然として中毒物質を疑っ
た。保護者の中には黒魔術説 もみられた。本事例
は終息まで 3ヶ月半を要 した。
したがって,集団 ヒステリーの経過は,通常の
社会情勢のもとではまったく人為的に決定される
とみてよい。
Ⅲ 症 状伝播の病理
症状伝播の機制は, これを個体,集団,および
社会 ・文化環境の3つの側面に分けて観察する。
A 個  体
1)原発者
原発者の示す症状は,それが継発者に受け
継がれて集団 ヒステリーの症状形態を決定す
る。 しか し, より重要なことは,inducerと
しての原発者がその集団内部に与える影響力
であろう。DC5, 9での原発者はグループ
内の主導的地位にあり,継発順序は交友関係
の緊密な成員から凝集度の低い者へと及んだ
という。原発者の影響がもっとも強 く現れる
のは小集団での連鎖循環型においてであり
(例3参照),反対に拡散型や突発 0爆発型で
は原発者を特定できないことが多 く,その存
在の意義 も小さい。
前駆期を伴う爆発型では,原発者の症状が
まず数人に引き継がれることによって 「幻の
病毒」に関する信憑性が高まり,ついに爆発
的発症を惹起することがある:(例7:F Cll);
オース トラリアの衣服工場で木食虫の防除用
薬剤を床や壁に散布 した。散布作業の最終日
に19歳の女子従業員が皮膚の刺激症状を訴え
て失神。その後 2, 3時間内に2人,翌日1
人が同様の症状で発症,科学的調査で空気汚
染は否定されたが,続 く11日間で55名が継発
した。
なお,原発者は症状を伝えるだけで,その
原疾患を伝えるわけではない。 したがって原
発者の疾患は, ヒステ リーのほか,分裂病
(DCl, 5),てんかん発作の疑い (FC5),
リウマチ (FC5),扁桃腺炎の高熱による
失神 (F C24)など何であってもよい。
2)継発者
継発者の資質については,諸説紛々として
いるが,いずれの説 も単一の事例の観察結果
に基づいているからむしろそれが当然といえ
る。以下,性別,年齢,知能,性格傾向の順
にそれをみていきたい。
性別 :継発者の圧倒的多数が女性であるこ
とは周知の事実であり, この傾向は感応現象
全般についても妥当する。集団 ヒステリーの
予後調査の結果から,McEvedy&Beard291
は,女性が女性に話すときは男性から女性の
ときに比べてずっと些細な愁訴をもちだすと
いう傾向を見いだした。彼 らはこの傾向と集
団ヒステリーとの親和性を示唆 している。さ
らに,女子生徒は男子に比べて 「コックリさ
ん遊び」に積極性を示すという日下部と中沢
の調査がある21]。参加者 自身はこの遊びを
「超自然的な力にあやつ られて試みる 卜占と
受け取っている」のであるから,その行為を
意識的,積極的に志す思春期女性の心性は,
集団ヒステリー継発者に女性が多いことと関
連 してはなはだ興味深い。
他方,広範な地域にまたがり多数の継発者を
生ずる事例では男女差がみられなくなる傾向
がある。また,こうした事例の背景には社会 ・
文化的特殊性がみられる (なお,いわゆる原
始反応の伝播についてみると,」umping64],
Amok62]は男 性 , Imu59],  Latah64],
Miryachit6司は女性の間に伝播 しやすい)。
年齢 :思春期,前青年期の継発者が圧倒的
に多いことも周知のとおりである。この点に
関 しては,西田3□が思春期心性の特徴として
の“同一化欲求の高まり"に注目し, このこと
が思春期感応現象のための格好の培地である,
と指摘 している。
一方,症状伝播の経過が進むと新 しい継発
者が低い年齢層に移行する, という観察結果
がある :(例9:F C21);イギ リスの女子中
学で木曜午後, 3年の 1クラスの半数の生徒
が嘔吐,腹痛を訴えた。翌日の朝礼時に爆発
的発症があり,身体違和感を訴え続々と失神,
次週の月曜日に再び発症をみたが,その後は
散発的発症だけで, 9日間で終息。月曜日の
集団発症についてみると,12時30分以前の発
症者は4, 3, 2, 1年にそれぞれ16,19,
6, 3名,対照的に午後の発症はそれぞれ0,
7,16, 13名であった。 これについてMoss
&McEvedy35]ゃMcEvedy&Griffith26]は感
染がより低い年齢層へ移行するのは,若年者
ほど感受性が強いからだと説明 している。
知能 :継発者が知的に優れているという報
告はFC6,10, 24においてみられる。反
対にFC9,19ではその低さが指摘されてい
る :(例9:FC9);フランス国有鉄道の職
業訓練校女子寮で1950年6月,16歳のM.D。
が全身けいれん発作を起こし意識を失った。
発作は頻発 し,彼女は同年12月に退学 した。
翌年 6月,14歳の Jo P.が同様の発作を起
こすようになり,同年10月～12月にかけて14
～15歳の 3人が発症 した。この 5名の IQは
それぞれ77,69,80,70,および正常値であっ
た。
このように知能についても諸説があるが,
私は単に知能の高低を論ずるよりも,罹症者
たちの知的水準が近似 している点に注目すべ
きであると思う。知能が同等の集団は凝集度
が高いと推定されるからである。
性格傾向 :思春期の女子継発者の場合,島
薗ら49]ゃ杉山ら52]が主張するように,たとえ
ばヒステリー性格などといった性格傾向は目
立たず,む しろ性格 ・社会性とも未熟で,純
朴な印象を与える者が多い。 したがって発症
の状況依存性が高いと思われる。Theopold5□
も罹症生徒に種々の心理テストを試みた結果,
性格の異常は皆無で,む しろ学業の優秀な者
が多 く,被暗示性の程度も普通であった, と
述べている。 しかし異論もある。Knightら17]
はMMPI所見から,「精神的なものを身体症
状へ転換する傾向,非現実的な思考傾向,活
動や着想の過剰形成」を指摘 している。
こうした見解はいずれも横断面での診断に
基づ くものであるが,McEvedy&Beard29]
とRawnsley&Loudon43]は,予後調査を通
集 団 ヒス テ リー
して罹症者と非罹症者との間に性格傾向の違
いを見いだしている。前者は1955年にロンド
ンの病院職員に流行 した原因不明の伝染病に
ついて資料を分析 した結果,それが集団 ヒス
テリーであった疑いが濃厚であるとして,19
68年にその予後を調査 した。そして対照群に
比較すると罹症者群には,①神経症的傾向が
強く,②1955年以前から愁訴が多 く,病欠日
数も多かったなど,総 じて神経症を発症 しや
すい傾向が認められたという。
Rawnsley&Loudonの追跡調査でも同様
の結果が得 られている :(例10:FC16);南太
平洋に浮かぶ直径1lkmの火山島Tristan da
Cunhaには1816年頃からばつぼつ人が住むよ
うになり,1961年次の人口は264である。1937
年 8月,島民の間に集団ヒステリーが発生 し,
女性を中心に21人(人口の約 1割)が罹症 し
た (症状は表 2参照)。流行は翌年 1月末に
終息 した。23年後の1961年にこの21人中の生
存者19人を追跡調査すると,対照群に比べて
罹症群は医師を受診する回数と心因性の頭痛
持ちが有意に多かった。 したがって罹症者の
資質に問題がありそうだという。
以上 2つの予後調査によれば,あ らか じめ
心気症ないし神経症的な素因を持つ者が継発
者にな りやすいと考え られる。 しか し,
McEvedy&Beardの研究は対象例が少ない
こと,Rawnsley&Loudonの研究は例外的
な特殊閉鎖集団が対象にされていることに問
題がある。要するに,継発者から特異な素因
あるいは性格傾向を抽出しようとする試みは
いずれも十分な成果をあげていないが,今一
つこの問題を考察するうえで示唆に富む事例
がある :(例11:DC 9);山間僻村の某中学
3年生 (97名)が修学旅行中,女子生徒 4名
が発症 した (症状は表 1参照)。帰村後 も各
種の催 しにさいして集団発作をくりかえし,
罹症者は合計11名となった。この集団 ヒステ
リーの原発者B子は一卵性双生児の妹であっ
たが,対偶者である姉のA子は10人の継発者
を眼前にしながらついに発症 しなかった。
双生児法による神経症の研究によると,一
卵性双生児の罹病一致率は強迫反応で高 く,
転換反応で低いことが知 られている。飯田の
研究8]でも,強迫反応の一致率8/10に対 して
転換反応のそれは0/4であり,後者は環境に
よって規定される可能性が大きいという。 し
たがってこの次元ではA, B子の不一致は特
に問題視するほどのことではないであろうが,
素因 ・家庭環境の両面ともに異なる友達の間
に継発者が出ているのを尻目に,A子が終始
健常であったことは興味深い。この事例の調
査に随行 した一人として,私は幼児期から続
くA子とB子の心理的相互関係を重視 したい
と思 う。すなわち,A子は自分自身とB子と
の間を客観的にみながら相互の協調を維持す
る心得を習慣のなかで会得 していたのである。
この態度は自我と他我の客体視であり,A子
がinducedされなかった大きな要因の一つで
あろう。少なくともこの事例についてみるか
ぎり,私は継発者に狭い意味での特殊な素質
や性格傾向を求めてもあまり意味がないと考
えている。
B 集  団
集団については,ひとを没個性化させる特有の
内在的機能と,集団内の人間関係との両方向から
これを観察する。
1)集団の力
集団の力が個々の意思 0判断力を低下させ,
人々を不可解な行動に走 らせることがある :
(エピソー ド1)61]:1925年,カ ンサス州の町
で,前日営業をしなかった銀行へ,取り付け
の群衆が押 し寄せた。預金通帳を持参 した
「正規の」客はその1/3とみられた。20ドルの
現金化に悪戦苦闘 した富裕のご婦人は高価な
ドレスを破 られ,騒ぎが鎮まって気がついて
みると,銀行の出納係 2人も預金をおろして
いたのだった。
集団成員が共有 していたはずの悲喜の感情
が,集団の力の前に圧縮 ・消去され,ただ感
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情の昂揚だけが増幅されることもある :(エ
ピソード2)団:ミシシッピー川デルタに在る町
の黒人居住地域で人望篤 く“Sister President"
の尊称で呼ばれていた婦人が急死 した。葬儀
は教会で始まったが,多人数の圧力で壁が裂
けそうになった。ひとりの発案で場所替えが
始まり,棺とともに群衆が学校へ殺到 し,逃
げまどう生徒をよそに講堂で座席の争奪戦を
展開。追悼の辞に立った尊師はわれを忘れ,
詠誦歌とともに人々は踊り,足を踏みならし,
ある者は抱擁 し,他の者は殴り合い,墓穴に
とびこむ者 も出た。
こうした行動が大規模な破壊的 (mOb),
ないしは破局的 (panic)な状況を招 くこと
もある。Brown3]によると,集団のなかでは
成員各自の匿名性が意識され。そこから生 じ
る責任感の減弱に伴って情動的で非合理的な
行動が解放される。さらにそうした行動には
相互作用が生 じるために,個人の3るゝまいに
比べるとあとで蒙るはね返りの小さいことが
集団の激情行動を容易にするという。したがっ
て,集団のもつ没個性化,等質行動指向性は
集団ヒステリーの発生を助長する有力な要因
と考えられる。
さて,集団ヒステリー発生の背景に,グルー
プとしての心的不安 0緊張を指摘するものが
多い。 それは明 らかな外的脅威であったり
(FC5, 8), グループ自体の内部での問題
であったり (F C12)するが,前者について
は文化 ・社会環境の項で観察 したい。
2)集団内の人間関係
前述のように連鎖循環型の例では, グルー
プ内における対人関係が緊密でfolie a deux
を想起させるような罹症者融合体が成立する
ことがある (D C14,18,F C12など)。前駆
期を伴う爆発的伝播型でも,詳 しく調べると
罹症者同士の密接な連帯をみいだすことがで
きる。例えばDC9の場合,罹症 した生徒は,
①山間僻村の閉鎖的環境で生活し,②親戚と
か隣同士で,③小さな中学に通学し,④バレー
部員で,⑤修学旅行中は同室の者もあった。
集団内でのこうした継続的人間関係に注目し
た研究がある。Kerckhoffら15]はF C13を対
象にしたソシオメ トリーの結果を分析 した。
まず, この事例の概略を紹介 しておく:(例1
2:F C13);南カロライナの織物工場 (従業
員965人)。22歳の女性社員が 「虫」に刺され
てまもなく失神 した。 3日後に数人がやはり
「虫」に刺され失神。その翌日に爆発的発症
となった。「虫」を見た者は皆無だが,発症
者62人のうちの52人は刺された部位を正確に
指摘 した。ほかの症状としては吐き気,頭痛
が多かった。
この事例のソシオメトリーの結果は,集団
ヒステリーの症状が伝播する過程をよく描き
だしていると思う。すなわち, 2回の集団発
症を中心として時期を4つに区切り,各期の
初発者数をみると,群発前10人,群発 124人,
群発Ⅱ20人,群発後 4人となる。ここで,群
発前の発症には疎外された者が多 く,群発時
は相互交流が盛んな者同士が発症,群発後は
sociometric channelsの枠外の者が継発者に
なる。 したがって,伝播初期には継発閾値が
低い者が発症することによって,「虫」の脅
威が汎化,客観化され,その結果親 しい者同
士の爆発的発症となり,最後には第一次集団
の枠外へと波及する,という解釈がなりたつ。
この結果は某大学の資料処理センター女性職
員約35人の集団 「ガス中毒事件」についても
妥当するという51]。
なお,突発 0爆発伝播型では結実因子が現
実化する以前に罹症者の間に共通の心的緊張
がみなぎっており,拡散伝播型では集団が共
有する社会 ・文化的要因 (集団表象など)が
各成員を結びつけているのである。
C 社会 ・文化環境
社会 ・文化的要因は通常あまり目立たないが,
感応現象のなりたちと表現形態に強い影響を及ぼ
すことが知 られている。これを次の 3事例につい
て具体的に眺めてみたい。
集 団 ヒス テ リー
例13(FC8):第二次世界大戦下のユーゴス
ラビア。後背地では若者を中心とするパルチザン
の活動が盛んであった。隊員は自我の抑制,攻撃
性の強化,指揮官と隊友との同一化を求められて
いた。 しか し,それは現実的不安である死の恐怖
との間に葛藤を生む結果となり, 自我形成の未分
化な地方出身者に古典的なヒステリーの流行となっ
て現れた。現実的不安の抑圧と敢闘精神の堅持と
いう意識は,発作中も敢闘好戦的な行動として表
出された (症状は表 2参照)。この例は戦争とい
う異常な社会情勢が発作の機制,形態とその伝播
に重 く生々しく投影されたものである。
例14(F C19):1956年5月, 台北市に 「通 り
魔による被害」が続出した。「犠牲者」は生後 6
ヶ月から8歳までの子どもで,「身体を剃刀のよ
うな刃物で切 られた」という。新聞が大げさに報
道 したために2週間で21件の 「被害届」が出され
た。当局の調査によると,それらは誤報 (5件),
単純な怪我 (7件),剃刀によらない切 り傷 (8
件)および想像的産物 (1件)であった。
このできごとの社会的背景として,著者JacObs
は, 日本とそれに続 く中国の台湾統治下で都市の
低文化階層がつねに冷遇され,生活不安と欲求不
満に喘いできたこと,対大陸戦略に好都合な世論
を喚起するため住民の被暗示性を高める政策がと
られていたことを指摘 している。また 「切られた」
という誤認は,中国人社会が古来 「相手の身体の
一部を切り取る」という形でその攻撃性を表現 し
てきたことに関連する, と述べている。これに近
似 した事例としてはFC7と1954年シア トルで流
行 した 「自動車の窓に小さなくばみや気泡が生 じ
た事件」(参考資料)が あり30], この場合は核実
験の降灰をめぐる社会不安の反映とされている。
例 15(F C26):1971年, 2ヶ月余にわたリマ
レーシアの中学校女子寮で生徒 7人が発作をくり
返 した。症状は古典的ヒステリーのそれに似て衝
撃的で,なかでも主導的な立場にあるN.Z。(15歳)
は人格変換下で寮生間の敵意,不品行を指弾 し,
女子学生が自然霊」inの領域を汚 したと非難,人
血の贄を要求 した。校長の嘆願によリニワトリを
生贄にした鎮魂祈祷がとり行われ,事態は収拾さ
れた。
この事例はマレーシアにおける因襲的思考 ・風
俗と,それを打ち破ろうとする新 しい風潮との対
立と混乱を鮮明に描写 している。すなわち, この
国では個人の意思を, とくに女性が明言するとい
うことは不謹慎とされる。 したがって地方の母親
たちは,生徒の自由意思を育む教育の場に子弟を
預けることに対 して不安を隠さないという。
同じ理由からF C27の大学生は地域住民に自眼
視されていたのである。ところが,人格変換状態
での発言はこの社会の俗信によって第二者の言葉
とみなされ,承認される。 とすれば,N.Z.は自
己の意見を」inによって表現 したわけであり,そ
こに私は自由な意思発表への欲求,古い因習への
こだわりと迷信的思考形成, という新旧価値体系
の混在とその間の葛藤が見いだせると思 う。新旧
価値観念の交代とそれに伴う混乱の時期に感応現
象が好発することはよく知 られており,豊富な社
会 ・歴史資料を分析 したRosenの研究もそれを支
持 している440。
Ⅳ 疾 病 論
「集団 ヒステリー」は,罹症者が構成する一集
合体の病態像をいいあらわす言葉である。そのさ
い,継発者ひとりひとりが 「ヒステリー」かどう
かは重要でない。彼 らの大多数は集団発症の前後
において健康な日々を過ごしており,発作が一度
だけで終わった者もいる。29人の集団発症が一日
で終わった例 (例5に紹介)す らあり,見方によ
ればたまたま居合わせて 「巻き添えを食った」よ
うな継発者が少なくないのである。
そういう意味で,「ヒステリーとは,精神的葛
藤が主として転換症状として現れるものをいうの
で,集団 ヒステリーの場合も痙撃,四肢麻痺,失
神などの身体症状とともに精神的興奮や洸惚状態
を伴うものにかぎって 000(精神医学事典,弘
文堂,1975)」という見方は, ヒステリーという
字句にとらわれすぎたものである。 ヒステリーと
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診断できない継発者に転換症状を期待する論理の
矛盾に陥っている。
ヒステリーと集団ヒステリーとは,本来その発
症機制を異にしている。このことは諏訪53]ゃ桜井45]
が神経症と心因反応の分類を試みたさい,間接的
に認めている。諏訪の考えによると, ヒステリー
状態は 「性格要因に重点がおかれている神経症の
中で,特定の状態像として完結された反応型」に
属 し,感応精神病 (集団 ヒステリーを含む, と推
定される)は らい因における環境要因の比重がと
くに大きく,それに反 して性格要因の関与が比較
的少ない心因反応」の下位概念に入る。桜井の分
類に倣ってもだいたい同じ結論が得られる。また,
テキス ト・ブックの中にも両者をはじめから別の
概念で取り扱っているものがある (Comprehensive
Textbook of Psychiatry,second ed。,1976。  現代
精神医学大系6B,1978など)。したがって,両者
の概念上の違いははっきりと認識されているといっ
てよい。
しかし,具体例に遭遇すると,その発生機序よ
りも症状形態のほうに目を奪われがちになること
も事実である。いまその過程をたどってみよう。
F C24とF Cllはそれぞれ例 5, 7として本文中
に紹介 したが,精神科医の多くがこれを集団ヒス
テリーと呼ぶことに異論を唱えないであろう。
さて,両例の違いは, F C24では原発者の 「失
神」が単純に受けつがれたのに対 し, F Cllでは
「殺虫剤の脅威」が集団成員の間に誤って意識さ
れていることである。
このように誤認が原因となり,地域住民の間に
集団 ヒステ リーが発生 した例がある :(例16:F
C7);イ リノイ州マ トーン市。「通 り魔が麻酔
ガスを噴霧 したので自分と娘の足が麻痺 し,気分
が悪 くなった」と主婦が警察へ通告。新聞報道に
煽 られ,翌日以降の 「被害届」は30に達 したが,
通り魔が幻の存在と判明 したとたん,その反動で
警察通告が普段よりはるかに減少 した。
この例にみる市民の心理機序は前述の例14(台
北の通り魔)のそれによく似ている。ただ前者で
は 「被害届」に明瞭な転換症状がみられるのに対
して,後者では子どもの傷を 「切 られた」と思い
こむ誤認が唯一の症状である。 しかし後者を報告
した」acobsは発生の機序のほうを重視 し,それを
西欧型集団 ヒステリーとみなした。私 もこの見解
に同意するが,すると直ちに次の例にゆきあたる:
(例17:参考資料);“Koro"は中国人に伝わる迷
信に発する心因性精神障害である。患者はペニス
が腹中に没 し,その結果死ぬと妄信 し,不安のあ
まリペニスを物理的に固定 しようとする。1967年
シンガポール在留中国人にKoroが爆発的に流行
し, 2つの総合病院だけでも男220人,女 8人が
あられもない姿で運び込まれた。伝染病の予防注
射を受けた豚を食べるとKOroになるという噂が
誘因だった。
この事例にみる妄信伝播の機序は例14のそれと
同じであり,表現形態の奇抜さは南部中国人の集
団表象から了解可能である。 したがってこれを集
団 ヒステ リーとするものもあり501, 私もそれに
同意する。 しかしこの事例がいきなり単独で提示
された場合, これを集団ヒステリーとみることに
は抵抗があり,そこに前述のような混乱が生ずる
のである。
一方, このような仕方で類似の事例を順に訪ね
ていくと集団 ヒステリーという現象が一つの極で
感応精神病と,別の極では日常の政治 ・宗教集会
における共感性の昂揚状態,あるいはパニック状
態などへと流動的に移行 してゆく様子が観察され
る。 したがって, この視点からさらに多 くの事例
観察を積み上げることによって,集団ヒステリー
の研究は精神病理学の経験の基礎を拡大 し,社会
学,人類学などへの貴重な橋渡 しの役を演ずる可
能性がある。この種の問題に関する学際的な研究
の進展が期待されるゆえんである。
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